
 

 

 

報告第１０号 

令和６年度甲賀市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

令和６年度決算に基づく甲賀市の健全化判断比率及び資金不足比率について、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項

及び第２２条第１項の規定に基づき、甲賀市監査委員の意見を付けて報告する。 

令和７年８月２２日 

甲賀市長  岩 永 裕 貴   



令和６年度甲賀市健全化判断比率報告書  

 

（単位：％）  

 実質赤字比率  連結実質赤字比率  実質公債費比率  将来負担比率  

健全化判断比率  
－  －  

５．８  ３５．６  
（△５．８９）  （△３３．４７） 

早期健全化基準  １２．００  １７．００  ２５．０  ３５０．０  

備考 実質赤字額又は連結実質赤字額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  



令和６年度甲賀市資金不足比率報告書  

 

（単位：％）  

会計名  資金不足比率  経営健全化基準  

病院事業会計  
－  

（△１３１．０６）  
２０．０  

水道事業会計  
－  

（△２２６．６７）  
２０．０  

診療所事業会計  
－  

（△５，９６５．３８）  
２０．０  

下水道事業会計  
－  

（△４６．２９）  
２０．０  

備考 資金不足額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  



令和６年度 甲賀市財政健全化審査意見書 

１ 審査の概要 

 この財政健全化審査は、「甲賀市監査基準」に準拠し、市長から提出された健全化判断比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合して作成され、かつ正確である

かを確認することを着眼点として実施した。 

 

２ 審査の結果 

（１） 総合意見 

   審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれ

も法令に適合し、かつ正確であると認められる。 
（単位 ： ％）

①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

健全化判断比率
―

（△5.89）
―

（△33.47）
5.8 35.6

早期健全化基準 12.00 17.00 25.0 350.0

健全化判断比率
―

（△7.87）
―

（△36.98）
6.1 28.2

早期健全化基準 12.02 17.02 25.0 350.0

区  　　分

６年度

５年度

（注）カッコ内の数字は実際の算出率であるが、いずれもマイナス数値であり、黒字であることを示している。

（２） 個別意見 

  ① 実質赤字比率について 

     実質赤字は発生していないことから、良好な状態にあると認められる。 

  ② 連結実質赤字比率について 

      連結実質赤字は発生していないことから、良好な状態にあると認められる。 

  ③ 実質公債費比率について 

      実質公債費比率は 5.8％となっており、 早期健全化基準の 25.0％と比較すると、これを下

回っていることから、良好な状態にあると認められる。 

  ④ 将来負担比率について 

     将来負担比率は 35.6％となっており、 早期健全化基準の 350.0％と比較するとこれを下

回っていることから、 良好な状態にあると認められる。 

 

（３） 是正改善を要する事項 

   特に指摘すべき事項はない。 



 

 

 

令和６年度 病院事業会計経営健全化審査意見書 

 

１ 審査の概要 

  この経営健全化審査は、「甲賀市監査基準」に準拠し、市長から提出された資金不足比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合して作成され、かつ正確である

かを確認することを着眼点として実施した。 

 

２ 審査の結果 

 （１）総合意見  

 審査に付された下記資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも法令に適合し、かつ正確であると認められる。 

 

記 

 

（単位：　％）

比率名 令和６年度 経営健全化基準 備　考

資金不足比率 ― 20.0 △131.06

（注）資金不足額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  

 

 （２）個別意見 

     資金不足比率は、公営企業会計の資金の不足額の事業規模に対する比率であり、経営状

態の悪化の度合いを示すものである。 

 令和６年度決算における資金の不足額は、△750,969 千円と資金不足は発生していないた

め、良好な状態にあると認められる。 

 

 （３）是正改善を要する事項 

    特に指摘すべき事項はない。 



令和６年度 水道事業会計経営健全化審査意見書 

 

１ 審査の概要 

  この経営健全化審査は、「甲賀市監査基準」に準拠し、市長から提出された資金不足比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合して作成され、かつ正確である

かを確認することを着眼点として実施した。 

 

２ 審査の結果 

 （１）総合意見  

 審査に付された下記資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも法令に適合し、かつ正確であると認められる。 

 

記 

（単位：　％）

比率名 令和６年度 経営健全化基準 備　考

資金不足比率 ― 20.0 △226.67

（注）資金不足額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  

 

 （２）個別意見 

     資金不足比率は、公営企業会計の資金の不足額の事業規模に対する比率であり、経営状

態の悪化の度合いを示すものである。 

令和６年度決算における資金の不足額は、△5,262,654 千円と資金不足は発生していない

ため、良好な状態にあると認められる。 

 

（３）是正改善を要する事項 

 特に指摘すべき事項はない。 

 



 

 

令和６年度 診療所事業会計経営健全化審査意見書 

 

１ 審査の概要 

  この経営健全化審査は、「甲賀市監査基準」に準拠し、市長から提出された資金不足比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合して作成され、かつ正確である

かを確認することを着眼点として実施した。 

 

２ 審査の結果 

 （１）総合意見  

 審査に付された下記資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも法令に適合し、かつ正確であると認められる。 

 

記 

（単位：　％）

比率名 令和６年度 経営健全化基準 備　考

資金不足比率 ― 20.0 △5,965.38

（注）資金不足額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  

 

 （２）個別意見 

     資金不足比率は、公営企業会計の資金の不足額の事業規模に対する比率であり、経営状

態の悪化の度合いを示すものである。 

     令和６年度決算における資金の不足額は、△359,653 千円と資金不足は発生していないた

め、良好な状態にあると認められる。 

 

 （３）是正改善を要する事項 

    特に指摘すべき事項はない。 



令和６年度 下水道事業会計経営健全化審査意見書 

 

１ 審査の概要 

  この経営健全化審査は、「甲賀市監査基準」に準拠し、市長から提出された資金不足比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合して作成され、かつ正確である

かを確認することを着眼点として実施した。 

 

２ 審査の結果 

 （１）総合意見  

 審査に付された下記資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも法令に適合し、かつ正確であると認められる。 

 

記 
（単位：　％）

比率名 令和６年度 経営健全化基準 備　考

資金不足比率 ― 20.0 △46.29％

（注）資金不足額がない（黒字である）場合は、「―」を記載している。  
 

（２）個別意見 

     資金不足比率は、公営企業会計の資金の不足額の事業規模に対する比率であり、経営状

態の悪化の度合いを示すものである。 

令和６年度決算における資金の不足額は、△702,593 千円と資金不足は発生していないた

め、良好な状態にあると認められる。 

 

（３）是正改善を要する事項 

 特に指摘すべき事項はない。 



報告第１１号  

□□□信楽高原鐵道株式会社の経営状況の報告について  

□信楽高原鐵道株式会社の経営状況は別添のとおりであるので、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定によりこれを報告する。  

□□□令和７年８月２２日  

甲賀市長□□岩□永□裕□貴   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□  

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



 
第３９期 

（令和６年度） 
 

 

自 令和 ６ 年 ４月 １日 
至 令和 ７ 年 ３月３１日 

 

 

事業報告書 
（令和７年 ６ 月 ２６日） 

 

 

 

 

 



１ 

報告事項  第３９期（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで） 
      事業報告および計算書類承認の件 

 

事 業 報 告 

                      令和６年４月 １日から 

                                              令和７年３月３１日まで  

Ⅰ．営業の概要 

 

令和６年度につきましては、滋賀県や地域の皆さまのご支援をいただき、新た

な「鉄道事業再構築実施計画」のもとで事業を進めてまいりました。 

  昨年度は、「鉄道の安全」を確実に確保したうえで、従前の取り組みに加え、各

種営業施策を展開しました。具体的にはこれまでの取り組みの検証、反省を踏ま

え、甲賀市内の２１箇所の保育園等に伺い、サンタ列車の魅力を伝える等の営業

活動、お客様のニーズに最大限応えた、団体貸切列車の運行、趣向を凝らした記

念すべき「第５０回 新春伊勢参宮」、団体旅客の獲得に向けた商談会等への積

極的な参画・大手旅行業者へのアプローチ等、信楽高原鐵道の利用促進に向けて

地道な取り組みを展開してまいりました。 

  しかしながら、主に人件費に関わる経費の増加、並びに旅客運輸収入の減収に

より、コロナ禍で落ち込んだ令和３年度以来の約１，０００万円の赤字となりま

した。 
なお、人件費につきましては、信楽高原鐵道が発足して初めて実施したベース

アップのほか、退職に伴う採用経費、工務系における技術継承を目的とした社員

の雇用、乗務員の養成に伴う経費等、事業を継続するうえで、どれもが避けては

通れないものでありますが、それらにより約７００万円の支出がありました。 
また、旅客運輸収入につきましては、主たる収入源である通学定期収入のほか、

上半期の一般旅客収入、及び団体旅客収入等の減少により、約１５０万円の収入

減となりました。特に団体旅客収入につきましては、対前年８２％であり、約１，

０００人のお客様が減少しました。これは、バス会社の２０２４年問題も一因と

考えられます。 

今後、定期収入をはじめとして、旅客運輸収入の大幅な増加が見込めない中、

旅客収入以外の収入確保が求められているところであり、利用促進の取り組みに

ついて、前例に捉われることなく、新たな事業展開による付帯収入の増加に向け

て果敢にチャレンジしていくことが重要であると考えます。 
最後に、「鉄道の安全」については、全ての施策の土台となるものであり、日々

の訓練や毎月のリスクアセスメント委員会等により、いかなる場面においても社

員一人ひとりが「安全を最優先とした行動」がとれるように社員育成を図るとと

もに、甲賀市と強固な連携を図り、お客様に「当たり前の安心・安全」を提供し

てまいります。 

 



２



３



４



５



（単位：千円）

鉄道事業 付帯事業 補償関係 計

　営　業　収　入 159,130 4,832 0 163,962

　旅客収入 74,372 0 0 74,372

　運輸雑収入 84,758 0 0 84,758

　その他収入 0 4,832 0 4,832

　営 業 外 収 入 1,770 0 0 1,770

　　収　入　合　計 160,900 4,832 0 165,732

　営　業　費　用 170,296 1,180 0 171,476

　人件費 93,430 0 0 93,430

　修繕費 34,703 0 0 34,703

　動力費 10,692 0 0 10,692

　経　費 26,595 1,180 0 27,775

　諸　税 2,878 0 0 2,878

　減価償却費 1,998 0 0 1,998

6,887 0 0 6,887

　　費　用　合　計 177,183 1,180 0 178,363

　経　常　利　益 △ 16,283 3,652 0 △ 12,631

　特　別　利　益 2,800 0 0 2,800

　特　別　損　失 208 0 0 208

  税 引 前 利 益 △ 13,691 3,652 0 △ 10,039

令和６年度　信楽高原鐵道株式会社事業別収支決算書

項　　目

令和６年度
   事　　業　　別　　内　　訳

　営 業 外 費 用

 ６



（単位：千円）

鉄道事業 付帯事業 補償関係 計 鉄道事業 付帯事業 補償関係 計

　営　業　収　入 159,130 4,832 0 163,962 169,363 4,682 0 174,045 △ 10,083

　旅客収入 74,372 0 0 74,372 75,824 0 0 75,824 △ 1,452

　運輸雑収 84,758 0 0 84,758 93,539 0 0 93,539 △ 8,781

　その他収入 0 4,832 0 4,832 0 4,682 0 4,682 150

　営 業 外 収 入 1,770 0 0 1,770 6,846 0 0 6,846 △ 5,076

160,900 4,832 0 165,732 176,209 4,682 0 180,891 △ 15,159

　営　業　費　用 170,296 1,180 0 171,476 166,388 1,407 0 167,795 3,681

　人件費 93,430 0 0 93,430 86,516 0 0 86,516 6,914

　修繕費 34,703 0 0 34,703 39,591 0 0 39,591 △ 4,888

　動力費 10,692 0 0 10,692 9,959 0 0 9,959 733

　経　費 26,595 1,180 0 27,775 25,820 1,407 0 27,227 548

　諸　税 2,878 0 0 2,878 2,936 0 0 2,936 △ 58

減価償却費 1,998 0 0 1,998 1,566 0 0 1,566 432

6,887 0 0 6,887 11,568 0 0 11,568 △ 4,681

177,183 1,180 0 178,363 177,956 1,407 0 179,363 △ 1,000

　経　常　利　益 △ 16,283 3,652 0 △ 12,631 △ 1,747 3,275 0 1,528 △ 14,159

　特　別　利　益 2,800 0 0 2,800 10 0 0 10 2,790

　特　別　損　失 208 0 0 208 0 0 0 0 208

  税 引 前 利 益 △ 13,691 3,652 0 △ 10,039 △ 1,737 3,275 0 1,538 △ 11,577

営 業 外 費 用

費　用　合　計

令和６年度　信楽高原鐵道株式会社事業別収支決算書（対前年度比較）

項　　目

令和６年度
   事　　業　　別　　内　　訳

令和５年度
   事　　業　　別　　内　　訳

比較

収　入　合　計

 ７



安岡　由和

早川　瑞剛

８



９ 

 

Ⅱ．会社の概要（令和７年３月３１日現在） 

 
１． 当社は甲賀市信楽町に本社事務所を置き、次の事業を営んでおります。 

 
① 鉄道事業 

鉄道事業の主な内容は、次のとおりです。 

営業路線 
線 名 区  間 営業キロ 旅客駅数 

信楽線 信楽～貴生川 １４．７Km ６駅 

車 両 数 ４両（旅客内燃動車） 

     
② 付帯事業 

信楽駅構内において、賃貸及び貸自転車業を営んでおります。 

 
２． 株式の状況 

 
① 会社が発行する株式の総数  ９，８００株 

 
② 発行済株式の総数      ８，６４０株 

 
③ 株主数               ９名 

株  主  名 持 株 数 持株比率 

 
滋 賀 県 甲 賀 市 
滋 賀 県 
近 江 鉄 道 株 式 会 社  
甲賀市信楽地域区長会  
株 式 会 社 滋 賀 銀 行  
滋 賀 県 湖 南 市 
信楽陶器工業協同組合  
信楽陶器卸商業協同組合 
信 楽 商 店 協 同 組 合  

 
計 

            株 
４，７６０ 
２，９８０ 
  ４６０ 
  ２５０ 
   ９０ 
   ４０ 
   ２０ 
   ２０ 
   ２０ 

 
８，６４０株 

       ％ 
  ５５．０９ 
  ３４．４９ 
   ５．３２ 
   ２．９０ 
   １．０４ 
   ０．４６ 
   ０．２３ 
   ０．２３ 
   ０．２３ 

 
 １００．００％ 

 
 



１０ 

 

 

３． 従業員の状況 

 

区  分 従業員数 平均年齢 平均勤続年数 

男  子 ２１名 ５７．６歳   ５．３年 

女  子 １名   ４８歳   ０．０年 

合  計 ２２名 ５７．１歳   ５．０年 

   ※ 専務、嘱託、臨時社員を含む 

 
４． 取締役および監査役 

 
 役 職 名 氏  名 

取締役社長 
（代表取締役） 
専務取締役 
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
取 締 役  
監 査 役  
監 査 役  

 
正 木 仙治郎 
山 本 和 良 
波 多 野 真 樹 
藤 丸 晋 也 
松 本 康一郎 
髙 原 誠 治 
奥 田 訓 久 

  服 部 芳 弘 
竹 川 清 貴 
安 岡 由 和 



 １１  

令和７年度 事業計画 

 令和７年度の事業計画について、まず安全重点施策については、「基本に忠実・一作業一

確認の励行!!」をスローガンとして、「安全最優先の意識の浸透」と「一人ひとりの安全行

動の実践」について、具体的な取り組みを計画的に推進し、加えて、令和６年度に構築され

た異常時における体制等により、社員一丸となって、お客様に「当たり前の安心・安全」を

提供してまいります。 

 次に各種営業施策につきましては、令和６年度に取り組んだ、旅客運輸収入の増加に向け

た各種取組みに併せて、鉄道イベント等への積極的な参画、旅行会社との商談会、サンタ列

車の保育園営業等について継続することとし、新たに次の営業施策の実現に向けて全力で

取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上が主な新規営業施策ですが、これまでの信楽高原鐵道の利用促進を目的とした各種

イベントにつきましても、主体的に取り組むこととします。 

最後に令和７年度につきましては、「安全」と「収益」の両立を図り、社員一丸となり、

「安全輸送」、「安定した経営基盤」の確立に全力で取り組む所存です。 

≪団体貸切列車への誘客≫ 
 大手鉄道会社とは違った、地方鉄道ならではの「おもてなし」について、ＨＰ、ＳＮＳによ 
 り広く周知を図り、誘客に繋げてまいります。 
 
≪ＳＫＲ夢の体験≫ 
 車庫を公開し、列車検査の見学、運転席での機器類説明、軌道自転車の乗車等の体験をして 
 いただきます。なお募集については、ＳＫＲを一往復乗車していただくことを条件とします。 
 
≪ギャラリートレイン≫ 
 車庫を公開し、地元保育園に車両の絵を書いていただきます。書いていただいた作品につい 
 ては、車両に一定期間展示し、「ギャラリートレイン」として運行します。 
 
≪信楽線クルージング≫ 
 夏季限定（６月～８月）とし、4:00～5:30 の間で線路閉鎖を行い、信楽駅～貴生川駅を軌道 
 自転車に乗車していただき、沿線案内等により楽しんでいただきます。 
 
≪新しいグッズの開発≫ 
 他の三セクの「売れ筋グッズ」または「完売したグッズ」を参考に開発します。 
 
≪「みなみやましろむら道の駅」、「道の駅あいの土山」等とのコラボ企画≫ 
 バスと信楽高原鐵道を利用し、道の駅を巡る「日帰り団体旅行」の実施に向けて連携します。 
 
≪信楽駅待合所の活用≫ 
 令和７年３月末に笹山売店の閉店、並びに旧伝統産業会館が閉館します。笹山売店について 
 は、「しがラッキーストアー」として、ＳＫＲが運営し、スカーレット展については、一部の 
 展示物を待合所に移設されることになり、「セーフティーしがらき」を含めて、４月中旬にリ 
 ニューアルいたします。また自動販売機については、お客様に好評なものに変更、並びに売  
 店に置くお土産を検討し、付帯収入の確保に努めてまいります。 
 
≪鉄道事業以外での収入確保≫ 
 ２、３年を目途に、鉄道事業以外での収入確保等の具体的検討を進めます。 
 
≪その他≫ 
 運賃改定に向けて検討を進めます。 



（単位：千円）

鉄道事業 付帯事業 計

　営　業　収　入 171,625 8,080 179,705

　旅客収入 81,153 0 81,153

　運輸雑収入 90,472 0 90,472

　その他収入 0 8,080 8,080

　営 業 外 収 入 1,118 0 1,118

　　収　入　合　計 172,743 8,080 180,823

　営　業　費　用 173,540 0 173,540

　人件費 92,564 0 92,564

　修繕費 39,690 0 39,690

　動力費 9,600 0 9,600

　経　費 26,933 0 26,933

　諸　税 2,957 0 2,957

　減価償却費 1,796 0 1,796

6,974 0 6,974

　　費　用　合　計 180,514 0 180,514

　経　常　利　益 △ 7,771 8,080 309

　特　別　利　益 0 0 0

　特　別　損　失 0 0 0

  税 引 前 利 益 △ 7,771 8,080 309

令和７年度　信楽高原鐵道株式会社事業別収支予算書

項　　目

令和７年度
   事　　業　　別　　内　　訳

　営 業 外 費 用

 １２



鉄道事業 付帯事業 計 鉄道事業 付帯事業 計

 営　業　収　入 171,625 8,080 179,705 161,976 8,800 170,776 8,929

　旅客収入 81,153 0 81,153 77,590 0 77,590 3,563

　運輸雑収入 90,472 0 90,472 84,386 0 84,386 6,086

　その他収入 0 8,080 8,080 0 8,800 8,800 △ 720

 営 業 外 収 入 1,118 0 1,118 378 0 378 740

172,743 8,080 180,823 162,354 8,800 171,154 9,669

 営　業　費　用 173,540 0 173,540 164,051 0 164,051 9,489

　人件費 92,564 0 92,564 90,735 0 90,735 1,829

　修繕費 39,690 0 39,690 33,452 0 33,452 6,238

　動力費 9,600 0 9,600 9,600 0 9,600 0

　経　費 26,933 0 26,933 24,912 0 24,912 2,021

　諸　税 2,957 0 2,957 2,900 0 2,900 57

減価償却費 1,796 0 1,796 2,452 0 2,452 △ 656

6,974 0 6,974 6,075 0 6,075 899

180,514 0 180,514 170,126 0 170,126 10,388

 経　常　利　益 △ 7,771 8,080 309 △ 7,772 8,800 1,028 △ 719

 特　別　利　益 0 0 0 0 0 0 0

 特　別　損　失 0 0 0 0 0 0 0

 税 引 前 利 益 △ 7,771 8,080 309 △ 7,772 8,800 1,028 △ 719

収　入　合　計

営 業 外 費 用

費　用　合　計

 

令和７年度　信楽高原鐵道株式会社事業別収支予算書（対前年度比較）

（単位：千円）

項　　目

令和７年度
   事　　業　　別　　内　　訳

令和６年度
   事　　業　　別　　内　　訳

比較

 １３
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